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官僚制における文書主義と
行政のディジタル化

　2020 年 9 月 16 日の首班指名選挙により菅義偉

が第 99 代内閣総理大臣に就任し，10 月 26 日，そ

の所信表明演説の中で行政のディジタル化とデジタ

ル庁の新設について言及した．ただし，行政のディ

ジタル化についてはここで突然姿を現したわけでは

なく，2019 年 3 月 25 日の内閣総理大臣決定「行

政文書の電子的管理についての基本的な方針」にお

いてすでにその萌芽が見られ，いずれはすべての行

政文書を電子化するという方針が示されている．デ

ジタル庁という省庁の新設にまでは話は及んでいな

いものの，前内閣から行政のディジタル化という方

向性は示されてきた．

　こうした背景には，社会保険庁よる国民年金関連

文書の杜撰な管理から燻っていた文書管理の問題

が，社会保険庁の解体によって，少なくとも懲悪

的には，解決されたように受け止められるものの，

2016 年に提起された南スーダン PKO「自衛隊日報

問題」，翌 2017 年から大きく報道され与党追及の

核心的テーマとなった「森友学園問題」，同問題が

沈静化しつつある中，2019 年に表面化し，新たな

与党追及のテーマとなって連日報道された「桜を見

る会問題」と一連の文書管理にかかわる官僚機構全

体を覆う大問題として表面化してきたという経緯が

ある．さらに，2020 年の新型コロナウイルス感染

症の流行下においても，定額給付金の支給を巡って

文書の照合の煩雑さからその支給が遅延する事態が

発生してこれも問題化している．近年，政治イシュー

化した問題の中核に文書管理の課題が孕んでいたこ

とはとても興味深い．

　一連の問題が提起されると，その都度，文書管理

の厳格化が示されてきた．2017 年 12 月 26 日に発

出の「行政文書の管理に関するガイドライン改正」，

翌 2018 年の「行政文書の管理の在り方等に関する

閣議決定」などがそれにあたる．

　文書による統治と職務執行が官僚制による統治形

態の核を成す要素の 1 つであると喝破したのは，奇

しくも今年で没後 100 年を迎えるドイツの哲学者で

あり社会学の創始者とされる Max Weber であった．

　Weber は，その著書「官僚制」の中で，その特

徴を

•	 規則によって職務上の義務と権限が分配されている

•	 試験，資格によって登用された人材がその職務を

行う

•	 職務は上意下達的に序列化している

•	 個人の利害とは関係のない規範に依って職務が執

行される

•	 試験，資格によって人材を登用する

そして

•   文書に基づいて職務執行される（文書主義）

として要旨を述べている．

　なお，文書主義については，

「近代的な職務執行は，原案または草案という形で

保存される書類（文書）に基づいて行われ，その任

に当たるものは，あらゆる種類の下僚や書記から成

官僚制
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る幹部（Stab）である」という記述である．そして，

Weber は，「官僚制的組織が進出するための決定的

な根拠は，以前から，それが他のいかなる形態より

純技術的に優越しているということであった」とし

て，これらの特徴を持つ官僚制的統治は，合理的で

あるが故に優越し，それ故近代国家では広きにわ

たって進出したと分析している．

　維新後，我が国の新政府は英仏独（普）に学んで

諸制度を作り上げたが，特に官僚制については，帝

国陸軍がそうであったようにドイツを模範としてお

り，Weber がかつて分析対象としたドイツの官僚

的統治形態の系譜にあると思料される．しかしなが

ら，ドイツの系譜にある官僚制の我が国では，近年，

先に述べたような「文書」管理を巡ってその統治に

ほころびを見せるようになってきた．

　Weber は，また，「複雑化した任務に関するかぎ

り，有給の官僚制的な仕事は，形式上無報酬の名誉

職的な仕事よりもいっそう的確であるばかりでなく，

結果としてしばしば安価でさえもある」「この点官

僚制的行政に要する経費は，とくに名誉職的望家行

政に比べて，本質上ふえるのがつねであるが──だ

けでなく，遅滞と的確さの欠如によってこおむる被

支配者の度重なる経済的損失に思いをいたすばあい，

とくに然りである」として官僚制の経済的優位性を

述べているが，我が国の年金記録問題を見るに，特

に文書管理の杜撰さによって国民が多大な損害を

被っている．我が国の官僚制化が進んでいないのか，

それとも Weber が指摘していないだけで官僚制が

そもそも内包していた問題であるのかは分からない

が，こうした一連の問題に対して提起されているア

プローチは，純技術的な「行政のディジタル化」で

ある．

Weber 没後 100 年・
行政のディジタル化と日本の未来

　行政のディジタル化は，近年，政治闘争と大きく

関係しながら問題化した文書管理について，職員管

理あるいは組織が内包する構造的問題から純技術論

的な問題に責任を転嫁したように見えないでもない

が，一方では，技術革新が統治形態をも同時に進化

させてきた歴史もある．

　Weber は，官僚制による支配，統治形態を分析

対象とするこの「官僚制」を著し，その後，彼のあ

とを追う形で，多くの社会学者が官僚制を研究対象

としてきた．そしてこの先，行政のディジタル化と

いう純技術的変革がこの統治形態に与える影響につ

いても分析対象となるかもしれない．私は，直接的

に行政のディジタル化にかかわる立場にはないし，

ディジタル化を支える情報処理技術者側から見ても，

少なくとも結果責任を負う立場ではないが，こうし

た文書管理の大改革がどのように統治形態に影響し

ていくのかについても大きな関心を持って見ている．

Weber の没後 100 周年にあたり，学生時代に読ん

だこの「官僚制」を再びめくり，行政のディジタル

化に思いを馳せている．
（2020 年 11 月 16 日受付）
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